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女性の配偶関係と住宅所有形態に関するパネルデータ分析
WOMEN'S MARIT AL ST ATUS AND 1-IOUSING TENURE 

lN THE CONTEXT OF jAPAN'S HOME-OWNING SOCIETY 
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住白1荷イi 持米社会女性配制限係住宅履腹

3 自的と方，去 における女性の収入の重要性が高まる可能性がある.I!J婚年怖の上

戦後日本は持方f社会として成り立ち、多数の世併が賃貸住宅から 鼻、未姉者の附大と加船‘催姉と再婦のJ¥'llmなどのむ会傾向は世僻

持家へc住まいの f悌子Jを盗ってきた.待友社会kは将家が多 形態cライフコースの多様化を促してきた.夫婦k子の標期世併は
いだけではなく 多くの人びとが住宅所イIに価敏があると判断し 減少し 単身世IW 夫婦のみの世僻商船者のみの世俗などが附ぇ

符米政併をn備す社会を術す.住むため次空間を所有 し 締琢セク ている.ニ的ような社会変化のi曲線ではk位と持家社会の関係が再

ターに加わることは住まいの改携と安定不動産資産の形成家 編に向かうことがありえる。

貨支出の回避改築改装の自由などに結びつくと考えられている" 本舗は 持米社会におItるfr性の住定所仇形態をハネルデ グ分

持家社会の主な構成単位は「男性隊ぎ主」型の際機世俗である. 省庁によって検射しよヲとするものである.刑備では女性を対級とし

夫婦とその子どもが形成する標鍋世併は夫が収入を稼ぎ出し、妻 たアンケート繍倉の結集を使用し その住定所布の実織が配備関係

は来事と子育てを担うという役割分担に立脚するon*社会のマジ との明快な関係をもつことを示した九この給米を附まえ 本怖で

ヨリテイは、結路し、子どもをもら、収入をmやし 住まいの「悌 は女性の住宅所有形館がどのよ?に変化するのかを配偶関係に!刻

子j を"り 、持家を取得し、資産を形成する、という傑憎的なライ 連づけて明らかiこする.アyケ ト醐貨を}刊し、た仙j縞ではk性の特

フコースを歩むと相定されてきた九そこでは 『男性線ぎ主Jカ住 定時点の状祝を促えたのに対し 問ー女性に対する偏在の繰り返し

'巴を取得して家僚の住む渇所を耐康保し、女性は列性主嘗の世併のメ から得られるパネルデータでは、その状況の変化が但鑑される.女

ノパとしての地位を占める九 性の住まいの実態をより動的に鍵えることが本怖の関心事である.

しかし、持家社会における女性の位償づけは不変ではない，労働 ホ繍では、財開法人家計経済研究所が実施している 『消費生活に

11i易に容加する女慢が地え その経済カの上鮮の可能性が生じてい 閲するパネル舗食jの 1993-2刷2年捕食の鮒県をjlH、 その敏白

る.女性舵労の多くは非正規の凧別による九しかし同時に、正胤 M.lll十にもとづいて分析を行う.本開資は、捌食初年の 19明 年に 24

雌附でのk性就労を社会的に支えようとする動きがある九労働市 -34識であった女性を対象とし質問紙の僻低回収によって穆

場の泌動化によって 『男性稼ぎ主Jの所得の安定住は弱化し 家計 らしの変化をjij年 1聞の捌査によって追跡したものである.測盗対
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'"の女性は 2002年では 33-43械となっている九 回答者は緬化ニ 型に関しては祈配備k性では「夫婦とチJが肢も多く 54.3%を

段無作為紬出法によって全国から選ばれた.サンプル数は潤公金勾 占め、次いで f銀と夫婦と平J(37.0%) の比率が高い. 調査;4~者

では 15帥 名であったのに対し パネル寓食では対縁者の 『脱務J の 33-43識という年齢を反映し、計配偶女性の 91.3%は子どもを

が生じるζ とから、2002'f.では !()30名に減少しているヘ 絞1111は前 古む世併を彫成している.米婦女性では f殺と同居jが 80.3%とき

費生活の実態に関連する広範な項nから情成され住宅に関わる項 わめて多い.lJlの家にとどまる成人未儒者がt伺える傾向については、

日を合む。本測食の個梨は学術目的等の条件のもとで研究者に貸し すでに多くの佑備がある問.この傾向が測査対象の米締k牲に顕教

出され、調査は現在も継続中であるこ現れている。雌死別女性の9捌近〈は子どもをもち、その世僻額

以下では 配偶関係と住宅所打形態の脅成の変化をみたヲえで 型をみると、 『子と同居Jの母子世併が 58.3%と高い比率を占め欽

{2. 3章)配備l捌係と住宅所布形態の属僚を朗らかにし (4章) いで「鋭c子.1::"'1居J(29.2%)が多い.
マr配偶女性の住宅所作形態を分併する (5f，i:)o1'i年期からその後 就労形悠については柑配偶女性では 『無事崎J(40.8%)がJ/<も多

に移行するライフステージである 24......34歳時から 33......43歳時は く 炊いで f非正線被問者J(33.3%)の湖合が高い.lf館側女性の

k性の住宅条件が宏容し 分岐する時期である.この時期のk性が 多くは専業主婦またはパートタイマーなどの家計補助的な就労者

住まいに闘してどのような変化を経験するのかをみることが本縞 である.しかし、結帰後もフルタイムの就労を続げる女性は作在し

のIIIいである.多分野の研究者が本調盆のハネルデータを用い 多 打舵偶での「亙線被川者Jは 16.5%を占める.米婚女性では「王殿

彩な分断を行ってきた，しかし住宅に必目した僻究実績は少な〈 被刑者jが68.4%と商い比率を示し これに次いで rJj:"iE縦彼JII:r，-J 

住宅所イl形悠の変化に.1.I.¥l.iを合わせた研究はみられなb、へ (17.1%)が多い.雌先別k性では「非正線被JII者jの割合が 40.8%

と商く 、rlE組彼JII有jの36.6%をi回る.

2 配備関係の構成の変化 k性本人の勾 収をみると 右配偶k性のグループでは本人年収が

女性の住宅条件に影響する東裂な凶子は配偶関係である.r男性 低く 、『なし」が 39.7%、r130万円未満」が 34.8%、阿省を合わせ

穆ぎ主』 型の標慨世併を主整な偶成単位とする持家社会では 結煽 て 74.5%にi宣する.現行の年金制度 及び税制は敏扶発の主を保慢

しているのかどうかによって女性が住まいをどのように確保する し 失と被扶妻宅の1>を核とする標準l>併を傾過するように段併され
のかが大きく 3もなる. ている.年金制度は年収 130万円未満の来に対して国民年金におけ

配備関係の情成の経年変化を図 11こ:0.した.調資対級者の多くは る第3号被保険者の資絡を与え 彼女らは保険料を負担することな

布配偶である.その比率は捌査初年 (1993!F)の 66.8%から 1999 < 話砲匂金の給付を受けることができる.1>の作収拾;103万円以
年の 82.1%に上昇し、そこから少し減少して 2002'Ioにおいて 81.7% 下の犠合は‘続制の配偶者位除によって夫の所得使負狗が経滅する.

を占める.求婚女性の割合は 1993年の 30.4%から 2田2年の 11.4% 企業の縞利厚生制度においても 家族手当などの受給資格を年金制

へと低下した.捌査対象の女性は 2002.手までに )3......43践に遣して 度または税制に連動させるケースが多い.そこでは誕の所得が 130

いることから、米帰省が減少する速度はすでに純り、有配備省は微 万円未満または 103万円以下の骸m者に家族手吋などが支給される.
減傾向となっでいる.陣死刑の女性は少なく 1993年において 2.8% 多くの鎗者が指摘するように 年金制度と税制は主の就労澗盤を促

にすぎない.しかしその羽合はしだいに七界し、2002"1ーでは 7.0% し 標準世帯?の形成と維持を級将する機能をもっ'" 多数の布砲備

になる.なお、雌別と死別では女性の俸らしの条件に大きな迎いが 女性の本人年収が 130万刊を下回っている:s惣は、年金 ・般の付組

ある.捌倉対象者の年鈴からすれば厳死別の多〈は厳別と推測さ みを反映している側面を布している.他}jにおいて 正規の被用者

れる. しかし 本調査では離別と死別を区分できず線死刑を話 として働く妻の存夜を反映し、17配備女性の 12.0%では年収が 300

して倣わざるをえない. 万円以ヒである.

女性の2002i了における特性を配偶関係\~IJにみる UU 1).世俗鮪 省配偶女性の世'"では稼ぎ手の中，(.-[立夫である.夫の年収と夫婦

匂収を災2
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図1 配備関係
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表 1 配偶関係別世併期且斌労形臨本人ilO収 ω曲目'}
前担保 本婚 離タヒ別
号も 今も 写も

く世僻餌型〉

夫婦のみ 6.1 
大，掛左干 54.3 

鋭と夫紛 2.0 

観と夫婦と子 37.0 

ぬi身 17.1 9.7 
親と1司陪 80.3 2.8 
子と同居 0.0 58.3 

組と子と間居 0.9 29.2 
その他 0.6 1.7 0.0 
(田容者数) (841) (117) ( 72) 

〈就労形帳〉

自活 ・家族従業 0"，業省 9.4 4.3 4.2 

"iEm肢}II占 16.5 68.4 36.6 
J時jl一知被JI)者 33.3 17.1 40.8 

無聡 40.8 10.3 18.3 
(回答者a数) (830) (117) (71) 

〈本人年収〉

なし 39.7 7.9 14.3 
130万円未満 34.8 35 30.0 

130万-300万円未満 13.5 25.4 34.3 
3田万-500万円未満 6.7 43.9 11.4 

500万円以上 s.l 19.3 10.0 

(回特者数) (776) (114) ( 70) 

(注} I}有配偶主性のl吐僻額型『その他」は、単身赴任などにより

夫と同府していない回答者を含む。

2} r正胤怯}II者 J は常勤の聴ll . 従業者、 r~l，正規被}II者jは
ハート ・アルハイト、嘱託その他.

3} r本人年収jは就労による年収。 4}ィ、!夢jを除く。

表2 有向己側女性の夫年収と夫婦年収 (2ω2i(工}

夫年収 夫婦年収

% ち冶

400万円点満 23.0 13.0 
400万-600万円未満 36.4 31.9 

6帥万-800万円未満 24.5 25.6 
自帥万-1000万円未満 9.1 15.5 
l 帥O万円以上 7.1 14.0 
(回答布教) (792) (767) 

(註) I}就労による年収. 2}不'"を除くー

3 住宅所有形鎗の檎成の変化

次に、f:t:'.丘所イ1形館の構成の経年変化を女性の配備関係別に分併

する.所布形態は住宅条件を表す続も必礎的な指僚である.持家と

的支では、住宅の広さと殻備水準居住の安定性などの援が大きい.

持家.，取得する世僻の大学は住宅ローンを利用する. しかし 住宅

ローンの返済は資産形成に結びつ〈ことから、住'芭を蛾入できるの

であれば、(作家に住み、 家賃を支払うよりは、持五"取得を選ぶ世~IJ

が多0"21.持家社会において住宅所イrを達成できるかどうかは 暮

らしの条件に大きな膨響を与える i九

住宅問l組研究の分野では 世併単位の住宅実態の分釈が通例の)j

訟とされ 住宅の所布形態に闘しでは、世併メンパーの誰かが所有

倫をもっ住吉をー活して持家と定義することが一般的であった.住

まいはi詮併によって占イlされ 持家の所イ4織は世僻に帰属するとい

う暗黙の前提がある.このことは 住宅関連の統計 及ぴ多彩な測

査の大伴が世併111位の住まいの状況を1m組にしていることにJぞれ

ている.作宅 t 州統計剖脊では『ぞこに間作している世僻が令部

又は 部を所作している住宅」が持家と定箆される.

しかし、住'と所イIの梨簡を従えるには、I!:椛メンハーの維が符家

を所布しているのかに注目し 少なくども観が所前寸る持家を特定

しておくことが不可欠である.布配備女性の4鯛近く ;.f.:婚女性の

が~ 8 例、 餓死別女性の*'J3訓が授と同居している実態がみられ(前

掲表 1}、女性の持家、とくに米婦女性の持家は規の持家を多く含

むと機測される.女性が持家に住んでいる場合 その持家が本人ま

たは失の所イ:物なのか観の所布物なのかによって 女性にとって

の住まいの位世づけは大きく拠なる.住宅 土地統計調盗では規の

待家は持家全体に合まれ.特iEdれていなL、. しかし 世俗単位の

住宅所前を槻翁するだけでは女性と持家の間係を杷挺できない.

以上の点から、ここでは本人または犬が所不Iする住宅、&.び夫婦

JHrの住宅を 『持家j 艇の所不f織がある住宅を 『観持家J とíË~を

し これら以外の所千I悔のパターンによる住をを 『その他符家』と

するその他持家Jには観以外の観肢の所不l織が聞係寸る住宅が

多b、.なお 所有者が不鮮であった若守のケースは fその他持家」

に合めた.

住宅所桁形態の構成の変化をみる> (図 2).11配偶k性のグル

ープでは『将家Jが清実に附える傾向がある.その比率は調食初年

の 1993勾では 18.5%であったのに比べ 2曲 2年では 43.1%に上抑

した.r l!I持家jの比率はほぼー定の水績で推修し、2刻査初年の 28.4%

から微111>微減を繰り返し 2002年では 25.0%である.この f観持

者~ J は将来の州統によって 『持家』に転化する可能性がある.r民

常借家jはS調査初年では27.1%を占めていたのに対し、経匂ーにつれ

て減少し 2002年では 12.0%と少ない.11"使偶k性では住宅所不I形

態のE('Iじが 『民悦(作家Jから 『符家J1こ移行するニと 『観持集J

が安定した比箪を示すことが特色になっている.r社宅 資Iは少

なく その割合は 1996"ドの 8.4%から低ドして 却02年では 6.0%で

ある. しかし、他の配偶聞係の女性において f社宅 "Jが皆照に
近い長からすれば、この日野11"形態の世併の{f.イEは布配備k性のグル

ープを特徴づける一つの安楽である.

未舛~þ.:性のグル プの住宅所有形態については、構成の変化が乏

しく 『観持家jがつねに多い白が特徴である，その比率は湖査初

年の 24......34織時では 70.0%に及び経年にともなって低下してい

るが 2002勾の 33-日 成時においても 52.1%と高い..f，'年女性の

般家の多くは結婦を契機とし 米婦を縦続する女性は観のtl:をに住

み続ける傾向をもっ1・'.米婦女性では、他の配偶関係の女性に比へ

て 段以外の観桜などの所有備がある fその他持家』が多く 2002 

年では 14.5%を占める.米婚女性引身が住宅を所布するケースはき

わめて少なく 、f持家jの比率は少しずつ滑えているが、 2002俸に

おいて 6.8%にすぎない.潤食初年に比べて 2凹 2tf.の借家事は上抑

しているが その上昇脳は小さい.r J!日常(I.l'家J1ま1993年の 11.2%

から 2000停の 18.0%へとmぇ、そこから少し減少して 2002年では
14.5%で必るJ公共的家の割合は 1993年の7.2%から少し上却し
2002匂において 12.0%を占める.aと婦女性のうち正胤脱問の被111.(，.

は半数を総ぇ OlIl拠1<1 )、その動務先が給与住宅を供給している

渇合があると雑務される， しかし、未勝引こ対する企業の{主主供給

の大半が9J性向けであることを反映し'"社宅従」の米締k伎は
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きわめて少なく 1999勾以降では野無である. イは結婦を奴介して住宅所11を迎成したといえる.米婦であり続け

離死別のk性では 住宅所有形態の構成の変化が不縦則である. るk性，雌死即IJ<性の大半は持家セクタ-<無線の状記児にある.そ

結婦によって有醍偶女性は附え、未婚女性は減少した.これに沈へ、 の主な嬰凶は、多くの無配備女性が持家を取得するための経済力を

限死別女性のグループは少しずつmえているが、縄餓死刑した女 鍋えていない点にある.，白い米婦女性の持家指向は弱L、しかし

性が再娠する勘合があることから グループへの出入りがあり ま 加齢にともなって住定取得を希錦するとしても そのための経済力

たサンプル数が少ないために、その住宅所有形態の構成が変動しゃ をもっ米婦女性は少ない"~. ，JI'正縦原則での就労が多く 、所得がほ

すいとみられる.しかし、厳死別女性では「製拘家)r公共{作家)r民 い纏死別女性にとって持家取得はきわめて厳しいと脅えてよい.他

世情家』が多いという}貸した傾向が総吟られる.それぞれの比，'1 方において‘未婚女性の多〈、 鍵死}jIJ女性の一部が殺の持家に住ん

を 2002f停に閲してみると、23.6%，31.9'}う 26.4%である.この傾 でいる尖鰹がある.I現世てが住吉を取1:，し 所宿しているがゆえに

酬は厳死刑を経験した女性の経済力の低さを反映していると有ぇ 照配備女性の住む場所が6留保されてきた.この文脈では、持家セク

られる.厳死}jIJ女性が 『符家」を所布している割合は低く 2002年 ターが無配備女性への住宅供給を銀っているとみなすことは可能

において 9.7%である. である.しかし 無配備女性の大半が自身の住宅を所有していない

以iのように、女性の住まいの所布形態には、配備関係によって 点に変わりはない.

きわだった"いがある.持家セク ターにMわるのは 有恒例のk性

にほぼ恨られているといって湖吉ではなL、 女性たちのマジョリテ 4 配偶関係と佳宅所有形態の隠匿

。恥

1993 (999) 

19拘 (998)

1995(1 加。}

1996(993) 

1997 (975) 

1998 (950) 

1999 (928) 

20∞(90。
2001 (865) 

2002 (840) 

1993 (何6)

20% 4M-も 6u仇 80"10 曲%

~'.r.r二コ
17] 
'26互

コE互二二・・:;]
2 S.~O_ー←­二工-r5:0コ

ミ、勾1ぬ1偶〉

1994 (374)卜一一一一ー一言.'-:-4ー」一一一一

1995 (29め ド一一一一一一一寸前夜ー一一一一一一一一-

1996ρ44)園 町「一一一←一 回圃I:;;:園田園町

1明7ο12)町一一一一寸砧7一一一一一1・c;:園田園
1酬('町 田 一一」一首司ー----Z園田園
;:zj12E 5ト =7・ ー 圃圃
2帥 1(126) .・ :n.n ・町田盟主園田薗.
2帥 2(11η 圃圃一一一一一一有T一一一一一 _1!&.Wl1.n園田・

く Aド婚〉

1993 (38)仁二二二豆E二二二二E・ J弘
1994(40) ~互二二・圃圃彊・~7~~

1995 (42)仁二二二二豆E工 _ Jr.7 

1996(50) L二二二五五E二
1997 (62)置 内， -冒-"可
1998(61)圃E二M 二・・2・VXR
19刊 (57) 圃匝二二基ユ二二一・-~J]:r::

20咽 (59)・E二コi..7-・E竺-韮王
2同1(叫・・'---'-(1'[ 四回ー-"

2脚 (72)園 r寸 百 一 回圃ー=-1.T1
〈二標死別、

-符家 ロ観符.， ・その他持家 ・公共僧家

-民質的家 ・4上宅 ・1持 ・その他

(注) ，)話弧内は回答者数 2)不明を除く.

回2 配備関係\~IJ 住宅所布応態
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女性の配偶関係と住宅所前形態に関して、それぞれの偶成の経年

変化をみてきた。 しかし パネル調査では 澗査対畿のサンプルご

とに配偶関係、住宅所有形態がどのように変化したのかが観掠され

る.この点がパネル関先に符布のfHをである.ニニではパネルデー

タの特徴を活かし、佐伽l則係，住宅所~.形悠の鳳雌について分析す

る.

配備関係 住吉所符形態に閲して 女性がどのよフなハターンの

胸雌をもつのかを表 3 と衣 4 に示した. 住宅所有形惣の騒It~につい

ては「公共借家)r民営借家)r制毛布)rその他jを 指して f借
家jとしlη 所有形恨の 『その他仲家jが関係する属僚は「その他』

としている. ζこでの履縦左は舗を初年(1993ip.)と 2002iJ'にお

ける女性の状態の変化を桁す .たとえば 『未帰......fj"配偶jは初年に

米鰐 2002 iドに.fi配偶であったk性、 『製持家一・借家Jは初年に観

客~* ， 2002年に借家に住んでいた女性を意味寸る.r未婚継脱)r借

家継鋭Jなどは初年と お02ijoが同じ状態であった女性である.こ

こでの表示の!;:式は調査期間中の変化のすへてを示すものではな

く 履歴を厳密には表裂していない.たとえば「有配備継続」では

街角己偶者が離別し、その後に再絡したク スがありえるし、 『観待

誠一持家Jには観持家から(作家に住み答え そこから持家を取得し

たヶ-，誌が.，る.パネル調査では対級布の腹腔を鮮繍に杷保するこ

とが "ffi~である。 しかし ここでの表示方式を紐えて厳密さを追求

すると、過絢に綾織なデ タしか得られない.女性の服陛のハタ

ンに閲する見取り図を倫くうえでは ここでの表示の“ )iを布効と

J考える.

配偶関係の殿磁をみると(1<3)、『有配偶線鋭J(65.6%)の比串

が政も1.'いa 測査対象の女性の多くは鰯査報}年までに紡賊し、その
結TI¥を 2002IJ'まで継縦した.これに次いで 調査期間中iこ創始し

た「未婚司柑配偶J(15.3%) 測""聞を通じて未婚であり融けた

『未解P継続J(11.4%)が多い.以 kの3つのパタ ンが全体の 92.3%

を占める.これら以外の厳死刑が関係する賭艇のk性は少なく 「有

配偶ー厳死刑jが4.3%.r厳死別l継鋭jが 1.9%である.r厳死別-
H配偶j と 『米帰ー向車先訓1)の割合は ，%に満たない.

住在所イI形態の縄陛をl'したデータからは(表4)住まいの 『悌

ニ子」に~JJUする女性が存在すると同時に 『悌イー」を登っていない

女性も存在することがわかる.潤食初旬までに「悌子Jを登り 符



家取得を逮成していた 『持家継闘』は 104%を占める.，製持家ー 『梯子j を受り 住宅所11に俊近する あるいは持家取得を速成す

借家』は税の潔から独立して 『梯子1に入ったパターンを意味し るには布配偶であることが前鎚条件になっている。

7.1%となっている.調査期IIlJ'ドに 『梯子」を怒り、持家を取得した 厳死児'1関巡の履径をもっ女性のサンプル数は少ないが、その住宅

腹腔としては 円借家ー持家j と 『製持率ー待吉区」のパターンが存 所作形態の履陛に丹波しておく.彼女らの多くにとって経済力を

住し それぞれの潮合は 14.5%と 9.3%である。f観昨ぷ継続j は税 向上させ 住モ条付を改善することは艦しい.湖査初年までに餓死

の家にとどまり、 『綿子Jに参加していないハク 〆、 『借家継続jJljを経験し、 2002ifoにおいても厳死別であった「厳死期胤主税」の女

は 『悌子jを登っていないパターンを合なする.，観持家縦続』は 性では ，{作家縦続Jが 45.0%と多L、.，制資期間中に餓死別を経験し

20.6%， r借家継絞jは 18.7%と他のパターンよりも品い比率を示す. た fイI配偶ー越死別』においても '{作家継輯j の比率が 47.7%と両

これら以外では、 '1符家ー観符家J0.5%). r持家→絞持家J(0.9伯) い.雌別と住'立の闘係については、厳燃によって経梼カが低下し
といフ観の家に戻るパタ y、あるいは 『持家ー(作家J(1.0%) と 符家から借家に移るなど、住宅条件が変化する女性が多いことが報

いう 『悌子引を 「降りる』パターンがみられるが それぞれの比率 告されている'1>0しかし、本調査の 『有限偶ー厳死刑』では 様死

は低い. 加jの以前から僧家に住み 雛先制後も俗説市舗にとどまったケース

配備関係の聯盤ごとに住宅所前形憾の積出を示したむのが'" が多L、.この点i立、本欄笠の対級Zが24-34織から 33-43織の比

である.1街使偶継総』のグループでは 『符家継鋭j が 15.6%，rj庁 般的おいk性であることを反映し、また餓死別的の惟併が持家取得

家ー持家Jが 19.3%，r規事時ー昨家j が6.5% 合わせて 41.4%を のための経済力を備えていなかったことを示唆している.

占め、副食初年までに持家を取得していた女性、あるいは測班期間1

中に f悌子Jを笠り 住宅取得に到遣したk性が多くみられる.ニ 5 有配備女性の住宅所有形態

のグループでは観と同居し、観の家に{主み鋭ける 『組持泌総統Jの 住宅所イrに剣遣する女性の大半は千r促偶者である. しかし 彼女
割合も 18.9%と高いo r1I配偶継続Jの女性の多くは持集セクター らの住宅条件は均質ではない.女性とその位僻の経済状態に応じて

に加わる. しかし その 18.4%は '1作家総統Jであり これは低所 住まいの状況には議Yもが生じる. ここでは仰配偶k性の経i1'iê'~な特

仰などの要因から f悌子Jを盗っていなL夫婦の存在を元唆してい 性によって住宅所布形衝がどのように拠なるのかをみる.

る.，未婚ーイf促側jのグループでは 『綾持家-1作家」が 28.8%、 的確までの分析では「持家Jを 『観符家」から区別し、そのうえ

「観持家一持家Jが26.9%と向い比率を示寸 .紡絡を契機とする肉離 で住宅所省形態の観黙を行った.この 「持家j は無配偶k性では本

家によって f悌子J1ニ参加する女性が多いニとがわかる.，未締継 入所1iの住宅を指す，これに対し、の配側者女性の「持家jには、

縦Jのグループでは「観持家継拙jが 45ふ%と半数近くを占め、こ 本入所1I 夫婦Jt:1f.)}.ぴ夫の所平fといヲ 3つのパターンがある.

れに次いで f借家継続J(18.8%)が多い.米僻女性の住まいは変化 ニのため、持延世俗のなかでイI配偶k性が占める位協を理解するに

に乏しく 多くは「梯子』を笠っていない。以上のように、配偶開 は、住宅の所布者をより静細に促える必要があるl-L
係の属舵と住宅所イ『形態の顧問は強い関連をもっ.女性が住まいの そニで イf配供k性の「持家Jのうちわけを 2ω2(1'の1r配備女

表3 両己偶l制係の属!日

才f促偶継続 65.6% 
米保→有配備 15.3"，も
雌死jJIJ--1I配偶 0.6ち色

.ミ鮒継続 11.4% 
離死附l継続 1.9% 
"配偶→離死耳'1 4.3% 
未開-..死jJlj 0.9% 
(田容者数) (1.030) 

(技)不明1を除く.

持家

継続
ちも

有配制継続 15.6 

米伸一有配偶 。。

離死別→有配偶 。。

米崎継続 。o
隙タヒ別継続 。o
イI配偶ーや瞳死別 4.5 

米帰 一向車死別 0.0 

{注)不'9Jを除く.

表4 住宅所有形態の履陛

持家副際世 10.4% 
製持家一持家 9.3% 
{命家一持場{ 14.5% 
観持家継続 20.6% 

持家ー製持家 0.9% 
借家ー腕持家 3.5% 
借家継脱 18.7% 
持家一借家 1.0% 
観持家一{借家 7.1% 

その他 14.aん

(田容者数) ( 1.025) 

(注)不'11を除くー

性に関してみると 本入所仰が 0.8% 夫錫共仰が 22.9% 夫の所

イ『が 76.2%であった.イf配偶女性が待攻に住んでいるというとき

その約4分の3のケースは 女性が自身の持援ではなく 夫の持裂

に住んでL、る とb、うことを意味する.k牲の所前織があるfflii誌の
ケ スでは、女性側人が住宅の全体を所不!するケ スは皆無に近く

そのほとんどすべては夫婦共有である.

しかし、布配偶女性の持家では、その経済力によって 女性が自

身の所作織をもつかどうか、世俗の住宅取得に対献寸るかどうかが

Yもなると機制される2九労働市織の変訴のもとで女性の就労が綱大

すると同時に 『男性隊ぎ主」の所得は以前ほど安定していない.

初帰年齢の上昇は住宅ローンの返済に費やせる時間の減少を怠味

し インプレーγヨ〆事の低い経済、あるいはデフレーγ ョン経済

表5 配偶|捌係と住宅所平l形態の履歴

忽t抑秀〈 日?家 観持毒〈 州議〈→ 倫家→ 借家 同家 鋭ト子家 その他 (!fjJ容者数)

一持家 ー符'" 継続 観持'" 続仲家 継続 ー借家 一借家
。色 % ちも % 号令 % % ち色 。ゐ

6.' 19.3 18.9 1.2 4.2 18.4 1.0 1.9 12.9 (673) 

26.9 8.3 12.8 。。 I.J 7.' 。。 28.8 14.7 (156) 
16.7 16.7 33.3 。。 。。 33.3 。。 。。 。。 { 6) 

3.4 3.4 45.3 。。 1.7 18.8 。。 68 20.5 (117) 
10.0 0.0 10.0 0.0 '.0 45.0 。。 10.0 20.0 ( 20) 

4.' 2.3 6.8 2.3 6.8 47.7 6.8 6.8 11.4 1 44) 
。。 。。 44.4 。。 0.0 33.3 。。 22.2 0.0 ( 9) 
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は持家取得者に対してローン返済の述肢を上げるように圧力を加 べて r300万-，田 万円米満」では 17.3%、[500万円以七Jでは

える.換3すれば持家取得における女性の役測が位大する可能性 14.6%と低b、.11の年収が 300万円以上の世併では f夫婦持家j 事
がある. が『失神家J，継を k回っている.経済)Jをもっ姿は、自身の住'住所

こうした点を附まえ 以下ではii配偶fr.性が陀む『持家jを 女 ~fを促進し 同時に世術の住ε所布を支える役制を担うといえる，

性本人が単独で所不Iする『安持家j 夫婦尖布の『夫婦符不」 夫111 また 女性本人の年収が商い世俗では「鋭持家j が多く r300万~

独の所訂による f失持家』に区分したヲえで、2002年における住宅 5帥 万円未消』では 30.8%、句田 万円以 J:.Jでは 34.1%を占める.

所布形態をみる!II.:U 6は女性の経済的特性と住吉所ir形館の凶iili この点に関して椴簡を述べれば 同院している観が子育て、家事な

をみたものである.このデータによれば棄の就労形態がりド正組 どを担い 套の稼働を支えている可復位がある.

被111者』と『無職」の世併では『夫持家jが多く その比E鮮は 38.8% 夫の所得水閉ま f犬持家Jof-lに影響する.犬年収 r400万円次損j

と31.6%である.これに比べ、警が rlE縦被}刊行Jの世僻では『夫 の世併では『失持家jは 25.8%であるのに比べ、r800万~ゆ加 )j

紛持家』事が21J%と相対的に高い.正規原則の就労を続け 経当時 門*満j では 40.3%，r1冊。万円以上Jでは 44.6%と多い.[夫婦持

カを備える女"は、伎宅の所不f楢をもっ傾向を不している.[自営 家Jof-Iは失の年収が巾NItの何回 万-800万円*i.tlJにおいて 17.0%

家依従業 自由業-I'i'Jでは『鋭持家J08.5%)の捌合が前L、.ここ と相対的に高い.ここでは「失持家jだけではな〈 、「夫婦持家j

ではrr松葉を材む貌が住まいを所布し そこに夫婦が住むパターン の取得によって住宅所有を速成する世俗が多い.借家世俗に聞して

が多いとみられる. いえば夫の所得は借家のうもわけに関係する.夫年収が低い r400

女性本人の句収との凶速において住宅の所有形態をみると 年収 万円未満Jでは『民武借家J(15.4%)と『公共倫家J(14.8%)、r400

が筒まるほど「夫婦持家j率が上昇寸るという明快な傾向が認めら 万~曲O万円未満jでは f民営借家J(15.6%)が多く 夫年収が向

れる.[夫婦持家Jの刻合は誕の年収が「なしJでは 8.4%，r130万 い [10曲 万円以上Jでは f社宅 liJ (14.3%)が多い.

円未満Jでは 7柿色であるのに比へf3同 万-'00万円未満jでは 品後に夫婦年収別に住宅所不s形悠をみると 夫鍋年収が高いほ

23.1%， f500万円以上Iでは31.7%と商L、o1lの所得水2艇が『夫婦 どf夫鍋持活lJが明える傾向がある.[夫婦持家J率は夫婦年収 r400

持家J事を左右することがわかる.女性本人の年収が商い世'"では 万円未満j では2的ら c4曲 万......600万円米満Jでは 4.9%ときわめ

『夫持家Jが少ない.その制合は r130万円相筒』での 引 1%に比 て少なb、のに対し、 [800万~凶曲万円未満」では 15.1%、[10曲 )"j

聾 6 住宅所有形態)jIJ就労形態、本人年限‘夫年眠、夫婦年取 (2002句三)

安持家 夫婦 失神家 鋭持家 その他 公共 民?符 社セ その他 (l!:il答占数)

持家 持'" 借家 借家 w 
% % % % % % % % % 

〈就労形態〉

円背 ・家族従業 ・自111)3布 。。 7.7 29.5 38.5 7.7 。。 11.5 3.8 1.3 ( 78) 
正胤被用者 。7 21.3 24.3 24.3 81 '.1 12.5 3.7 。。 (136) 
非正胤被m占 0.4 6.2 38.8 22.8 98 7.6 10.5 40 。。 (276) 

無股 0.3 9.1 31.6 24.5 '.3 7.1 12.7 9.1 0.3 (339) 
fr 払刷 0.4 10.0 32.6 25.2 7.5 6.3 11.8 6.0 0.2 (829) 

く本人年収〉

なし 。。 8.4 31.2 25.6 5.2 7.1 13.0 9.1 0.3 (308) 
130万円未i前 。。 7.0 41.1 21.1 7.4 6.7 11.9 4.4 0.4 (270) 
130}}......300h円未満 1.9 8.7 33.7 24.0 7.7 6.7 15.4 1.9 。。 (104) 

300万-500万円未満 。。 23.1 17.3 30.8 5.8 5.8 13.5 3.8 0.0 ( 52) 
500万円以上 。。 31.7 14.6 34.1 73 0.0 4.9 7.3 0.0 ( 41】

合E十 0.3 10.2 33.2 24.6 6.5 6.5 12.5 6.1 0.3 。75)
〈夫ilo収〉

400万円未満 0.5 4.9 25.8 28.0 '2 14.8 15.4 1.6 0.5 (182) 
400万~曲。万円未満 0.7 7.6 32.3 25.0 7.6 5.9 15.6 4.9 0.3 (288) 
600万-800万円未満 。。 17.0 36.6 20.6 6.2 1.5 8.2 9.' 。。 {194】

BOOJ:j-山佃万円未樹 。。 1 1.1 40.3 33.3 2.8 2.8 2.8 6.9 0.0 ( 72) 
1000万円以上 。。 12.5 44.6 16.1 1.8 1.8 8.9 14.3 。。 ( 56) 

合計 0.4 10.0 33.5 24.7 6.6 6.3 12.1 6.2 0.3 (792) 

〈夫婦年収〉

400万円未満 。。 20 26.0 27.0 8.0 22.0 14.0 1.0 。。 (1帥)
400万-6同7J円京消 0.8 4.9 29.8 26.1 8.6 6.1 17.6 5.3 0.' (245) 

600万-，∞万円未満 。。 12.2 38.3 23.0 51 3.6 10.7 7.1 0.0 (196) 

800万-1∞0万円未揃 。。 15.1 40.3 25.2 4.2 2.5 76 5.0 。。 (119) 
l冊。万円以上 。。 21.5 30.8 22.4 4.7 1.9 6.5 12.1 。。 {107】

A口鮎" 0.3 10.3 33.2 24.8 6.4 6.4 12.3 6.1 0.3 (767】

(技) 1) r正組依111者」は常勤の職員 ・従業在、 r:Jj正胤被JII者」 はパ ト アルパイ卜、嘱託 -その他ー
2) r本人年収J r夫年取J r夫婦年収jは就労による年収。 J)不明を除く。

10田



円以上Jでは 21.5%と多い.棄の所得の向さが夫婦年収を伸し上げ い惟併にとって持家取得は符易ではない.初勝勾齢の七昇、朱締E

f夫婦持家』率の向さに結びついていると考之られる.r夫持家j のt智大，加齢雌係のl¥'IiJIJなEの相会傾向は 持家市場への参入が

率は夫婦年収 r600万-800万円未満」、 r，岨 万-10田 万円未満」 凶燥な無記偶女性をいっそう榊加させている.結節するのかどうか、

において 38.3%，40.3%と布く これに比べて rlOOO万円以止」で 就労を縦続するのかどうか所得が附えるのかどうか、失の経済ノJ

は 30.8%と低い.夫婦の所尚がとくに向い世併ではその収入の前 はどのfll支なのか親はどのような住宅に住んでいるのかなどの

さが夫だけではなく 、奮の稼働にもとづき、住'住所布の速成は「犬 変数が女性の住まいの状況を階層化に組事いている.ハネル調盗の対

持家jだけではなく 、f犬婦持家』の取得によってなされている. 象である女性の伎宅条件は 24-34成時から 33-43成時にかけて分

夫婦年収の低い世'"では『公共借家J&び『民符借家j が相対的に 岐した. この分岐を促した~，要な閃子は配偶関係であった. 結絡は

多い.夫婦年収 「制曲 万円未満Jでは f公共情家Jが 22.0%.rL¥!:悦 33-43歳時までにすでに減少し配偶関係の査化の速度は鈍ってい

m家jが 14.0%、r400万-600万円未繍』刊は「民営借家」が 17.6% る.このことは、お年期を終えよっとする女性において住宅条例 の

を占める.これに対し 夫婦年収 r，ooo万円以uの借家世併では 階層編成が回定化に向かう可能性を示唆している.

『社宅 1.tJ (12.1%)が多い.

6 結泊

本陥i玄、 ハネル捌査の結果を用い、持家科会における女性の住主

所有形悠を考察した.持家に関する分断では、『持家』と『観持家J

を区別し、イ1配偶者の『持みJについては r'R持みJr夫紛持家Jr失

持家Jを区分することによって 女性と住宅所引の関係を理解しよ

うとした.ニの点は 世僻単位での住宅実態の分併を通例の方法と

してきた住宅問題研究の飢峻に対し、f維が住宅を所街しているの

かJをより正般に特定する必婆を俗起するものである.住宅所作形

態を世併単(すでみるだけでは女性の住宅実態は但鍛できない.

ハネルデ タの分析から明らかになったのは、k性の住まいの条

内は配偶凶係によって決定づけられ住まいの f悌子j を笠り 住

宅所不Tを速成する女性はイf配偶者にほとんど限られている という

ことである.持家社会の創lみ立ては、 『男性保ぎ主」型の傑湘世併

を島健に偲えている自において 大きな変化は示していなb、.女性

のマジョリティは結婚を経由して持家セクターに加わってきた.こ

れに討し、月曜語己偶女性の大半は住まいの『悌子二jを盛っていない.

未婚を統ける女性の住まいは変化に乏しく その多くは観の家にと

どまっている.肉離死別を経験した女性は公共借家 民営借家 及び

般の家などに住む場所を求めている.

イI位!側k性のグループでは夫の所不l物止しての仲家に住んでい

る者が多い.ニこには rm性隊ぎ主Jが伴家を取得し そこに避を
住まわせるといヲ快強い構図がある.しかし、このハタ rが不変

のまま継続寸るcは阪らない.パネルデータの分析が末、したのは
経済力を備える肇は持家の所布継を有しそして同時に 世併の持

家取得に貿献するといヲ傾向でbる.1慢の所得が高い世併では「夫

婦持家j事が「夫持家j[，がよりも向い.r男性稼ぎ主jの所得の安

定性が弱化し It.'t:ローンの返済期間を短縮する必聖位が高まる状

況のもとで 夫婦が住宅を取得しよフとするとき 姿の就労と収入

を必要とするケ スが1fIx.る可能性がある.これらのlUJ、ら寸れば、

女性の伎定所作を含む持家社会が生成し 低仮することがありえる.

本陥の分析結果から桁繍されるのは 女性の住宅条例の防絹化で

ある.労働市助に多加するk性はm大した. しかし、その級済}Jの
変化は均置ではない.一方において 正胤厩JIIでの般労を続け経

済力を改著する女性が作復し、他方では女性就労の多くは非正縦

厳川の市場に吸収されてきた.府民l側女性の住宅実態には本人と夫

の経済力の高低によって進いがある.収入の高い妥は世併の収入を

上井させその住吉取得を促進するのに対し、夫婦ともに所得の低

捌静

『消資略的に閉するパネル調資jの倒梨を貸与していただL、たことに開し

財団法人家計終務研究所にお礼仰し上げる.データ集計左本備での図版作成

に関して川間集徳許 北↓11阪線司ILi.:路氏から協JJ!"f..たことを配し ."， 

を:11lたい固

，主

"以ょについては Yo.~kc lIirayama: Reshaping lhc I!ou.ing $y此 m:Homo 

川崎hipa&aC脚 lySIfor $odal Tmn~印刷 '0叫e Hira)'ll.1rul and 

Rithard Ronald (eds.) 1/("'$川 'g ("，<1 SocioJ Twnsil叩 11 '" Jopωn. London 

ROU1¥edge. pp.15-46.馴 阿 }同時制 $1810$1町 yin I'OSI.War J.pan 

Richard Gro¥"cs. Alan MlCi~ and Chri ~lophcr 抽剛(出) IIOllsing uII/1脚

New H'el[o"， SloW' P<:rψ<xliw!sfmfll Eos' A$io lmd Eu"却 Alder削 Ashga1cJ 

1'1'.10¥-126. 2007阿 I!OllsingI'olicy and S仰 alIne¥l凶1i1yin Japan. Mi何

?何hara(00.) COlflpt，ring S""的JPo/icie.ιψ品。rj"gNe... f'~r.p代'Ii""， 初 8，前市

“，，，IJupω sriSlol: Policy Press， 1'1'.1 5 1-171. 2∞3 同 Uom~.O"，羽目hip in an 

Unslablc Wor1d， Ray FOfTCSI and J3n凹 lcc(ods.) If，仰S川I:"ndゐau/Chunge 

Eω1.11'''$1 PersfH'Cli ... ，s， lonrlorι Rωedgc'l'p.140ド161.2∞3住'"日二 持
家社会化c住主政策協市間四 74~ 1 J}， 1'1'.3-17.1983 三't::W)::!Jl(.fの
「持ま術向Jについて国民生保窃究 "巻4砂 1'1'.1-9，1980などを容照.

21職後日本の社会と公共政策が 『男性隊ぎ主J噌の保畑世僚を社会の中心と

してg安定Lてきた点については 慣山文野験後Hみよのk性政策動革書

房 2∞2をはじめとする多くの指摘がある.
3) y~凶 Jko I!imyama and M回 Iwha泊、ω1Ionand Uousing A"山'"出oCon 四 E
。"叩同出問。鴨川町Dcmocracあ Jo"rnt<lof:おa"JPo/iCJ 叫 37no.4 

2附句縄級決定)H'照.

.)就業構喧2喜本綱伎によれば骸1U1'J"'のヲちハート アルパイトが占める比

事は 1~2 句カら 2閃2 乍にカけて、別性では 5 .0%から 8.5 % ， J，t:.性では

3J.S%から 41.4%に'"化した."性属mのいっそうの;Ij!iE燥化が進んでい
ることカ;bカ、る.

5) ;iJJ，t:.n瞬間機会均等法の 1997年改jf 同法 2006年改正 'Jk共同砂画社会
』長本訟の ''''年制定信どは 多〈の~点をはらんではいるカ 女性の能

労を社会的に支{慢する方1;，1性を打、111している.

ω平11J/学介女性ω住"所"に附する実態分析 tオイド也築学会計困系箇文集
第i616 'I}， 1'1'.137-143.2007， 

7) 広パネル調従の対I~はパプル経務刷線後の長期不況の時期に労働市場に

入り 世併を形成した人たち治多いコ ホ トという依鑑づげをもっ.本

備では長期不況が寝住対s4!IJ'に与えた....についてはB及していないが

本パネルデ タを川いて長期不況a性の関係金実在的に分析した窃究
として凶日央蟻 "悶"家肝桜務研究所緬 k性たちの平成冴浪府本
続演新聞，.t，2悌唱が"る

また本ハネル.10'i縁者の位世づけをみるために 2∞o {Fの開努剖
伎の結果c同q，ーのパネルデータ会比修しておく.同年では本パネル側資の
対殺行は 31-41織であったので 同匂鴎努調住から同'1飾"位のデ タ

を篠き111し、 f向eを比べたkころ省促備本陣織死別の構成比はパ
ネルデ タでは 82.0%-12.7%-5.4% 国努鯛伎で1177.0%-17.3%-5.8%

陪住地域に関する Il大船r!i それ以外の情，.比は パネルデータでは
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23.7% . 76.3% 国勢調"では 24.0% • 76.0喝両.-の '1 舶のi~l&:比は近 は 1960-例 年生まれでは男性22.2%.k性 52.6%，1965-69勾生まれ

似している(l7織に関してパネルデータ 8.0% 国努凋1i9.1%，41織に防 では男性23.7%.k性54.0%であった.男性とは列なり k性では結帰が

してパネルデータ 10.8% 国勝凋傑 8.8%と若 fのEがみられた以外は各 線家の主な契慢になっていることがわかる.総本遁世僚の形成と拡大

11'齢におげる構成比のIIは 1%未満であった)という結栄が得られた.パ 悶立社会保障人口問題僻究所偏現代日本の世併移動厚生統計協会

ネルデ タは有配鍋骨を少し多〈含んでいるが儲住地..と{pl1i構成につ ppJO.36.2oo7を書照.

いては防策聞に近似している 15)労務行政研究所が お~， 毎に:t!j値した f福利厚生諸制度に閲する総合実態

" この 『脱務Jについては家計雄前獅究所緬篠宮十 仕事修らしとk性 衡実jの結拠によれば側資対級 ""祉のうち男子製身策を保有する金衆

の拠If消宮署:Vliに閲するハネル餌食(第 10句!t) 団立印刷局 2003所 が 89.9%に及ぶのに対し‘j，(-fill身羽誌の保イf企業拡 1$.5%にすぎ'.'、.労

収の鮫み:'11)1/緯が鋭機するのか (pp.12J-IJ6) 村上あかねなぜ脱彬し 鋳行政制究所 2ω4{i!阪耐利..便事情 2ωH~附.

たのか<，川15-122)を多照 ，，)この点に目前しでは川附来徳子平山1"1'介巾高年水締者の住宅条件に附

91ぷ潤伎のデータにもとづく研究成3径の代淡例として樋日Jむ緩泊IlljE)駐 する"飽分析!鶴市住主予郷" 砂，pp.21.16， 2007をa惨劇.

編パホルデータからみた製代k性皮作紐波新保仕 '''' 前倒 ηIin 1 7)住宅所~rm偉の fその他』は間借りなどを術し皆無に近い. この「その

j忠雄太11Iill 家針後前傾兜i!再編たどがある.しかし住乞研究の成巣ど 他Jは非持家を怠味することから、ここでは 『併家J1こ含めている.

しては 版本和繍住宅所布形種別の家計il'lttt住宅ロ ン負組成家計 ，，)限生r.klliWI.i!統計仰側部平成9句..人口動歯菌性会縦波面箇住僧儒家

総務研究所綱家計仕事綜らしH 性の興住;梢衆生活に則するパネ 胞の子ども 1997.I!i西目サ"崎賢明則開始三子 母子世俗の住宅融保

ル周炎{第 1011度) 国u印刷同 2ω3がみられるだけである. の"衝と問姐に関する研究 日本纏策学会計画系協文躯節 鈎8!} 

，0)冨ぷみち f むl:tH朱 ，"問白弘 ，，.，，米婚化社会の観子関係"斐悶 pp.147-152.2岬 5など.

山間凸弘パラサイト シングルの時代筑験沓IiJ.I999北村安御前子成 19)住宅土M思統計調任では世俗主(家計を主に支える者)の性別に住宅の所

入米絡eの繍家と観チ関係 CDIレポ ト7同好 pp.22-45_ 2ωl 宮本み 布形態をみるヱとができる.しかし女性の大事は世何，-，では伝<_ k性
ちF ポスト背IFJQIt観 F・侵略蜘，.t書研 2ω4など. が世俗1の世俗は削"世伺?と母子世併に1111限られる.このため住t，.J 
11)ニの点については 附柑慣111.!lJ t<:共同・値会議 "..剥俊足車内側資会 地統計調貸ではk性>住宅所'1.形態の関係金従えるニ>がほ>ん"でき

『ライフスタイルの遡伏企拠耐性会保持制度鳳JI(システムJIニ関する ない.

組告 2002などを砂附 201l抑制防 御の箇文において省配備タ性の防副広場がその総務"によって典なる

，，)生命保険文化センターカ 2001年に実施した開住によれば、ふγWllt人世俗 ことを明らカにした.以 Fでは、この点を..'"する分断を行うとともに

が..人向山止して場げた項目では f長い刊で見れば貨貸よりむ得だから'"家以外の所'11形障についても k性の銭湯力>所街形態が関係するニt

の '1答'"が 43.6%で織も商い.生命保険文Itセンタ 生訴訟計k金融 を示す

保険に閲する綱炎 、OL.1.2001年 ZI)ただし 憐.I!に近い rJt:拘i41Jには2及せずに緩衝を進める.

13)耐lfi:r1)の館文献金多照a
).1)団立社会保障 人U附凶研究所泊 2咽4句に"植した世符動像情伐の結果 似m川10113日似栴受瑚i 計四年 11123日間似た定}

によれば厳家経験者全体のうち結婿金きっかけとした雌家経験者の比噂
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